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研究成果の概要（和文）：本研究では，出雲方言の歴史的位置づけと地理的変異の形成過程に関して，以下の２
つの重大な研究成果をあげた。
（1）「大社式アクセント」と呼ばれる２拍名詞４類と５類のアクセントが区別されるアクセント体系につい
て，出雲地域諸方言のアクセントの網羅的な調査研究から，その２拍名詞４類と５類のアクセントの対立が言語
変化の過程における見た目上のものに過ぎず，祖語に遡らない蓋然性が大きいことを明らかにした。
(2)出雲方言内部の音変化を再建し，出雲方言が中央方言で起こったとされる「狭母音化」と呼ばれる音変化を
一次的には経験していないことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The analysis of the accent data of the ten Izumo dialects enabled us to find
 that the accentual contrast between class 2.4 and 2.5 in Izumo-Taisha dialect may not go back to 
the proto　language stage. 
I also analyzed the sound correspondences between Izumo and Old-Central Japanese, and found that the
 "mid-vowel-raising", which have occurred in the Central Japanese, may not have occurred in Izumo 
dialect.

研究分野：歴史言語学

キーワード： 出雲方言　日本祖語　２拍名詞４類と５類のアクセント　狭母音化　比較言語学　言語地理学

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
大社方言以外では，京都方言を中心とする中央方言とそれに地理的に連続する地域でのみ２拍名詞４類と５類の
アクセントが区別されている。そのために両類の区別が中央方言における二次的な改新の結果であるとする説も
あった。このことも考慮すると，「大社式アクセント」における両類の区別が祖語に遡らないとする本研究の成
果は，日本語アクセント史研究に重大な貢献をもたらすものと言える。また，出雲方言が「狭母音化」と呼ばれ
る音変化を経験していないとする本研究の成果は，出雲方言の共時的・通時的研究が，日本語諸方言を対象とす
る比較言語学的研究に貢献し得ることを示したという点において重要である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
（1）島根県出雲地域諸方言（出雲方言）は，地理的には日本列島西部に位置しながらも，東日
本諸方言と共通した言語特徴を有しているとされ，その特異性が注目されてきた。例えば「買う」
など所謂古典語のハ行四段活用動詞の音便形が，西日本諸方言一般でウ音便形（例 koːta < 買う
た）であるのに対し，出雲方言では katta（買った）と東日本諸方言で一般的な促音便形で現れ
る。出雲方言の系統的位置づけを明らかにすることは，日本方言学及び日本列島の諸言語・諸方
言を対象とした歴史言語学的研究にとって大きな課題である。 
 
（2）ただ，出雲方言もその内部は一様でなく，［1］出雲市を中心とする北西部の方言，［2］安
来市を中心とする北東部の方言，［3］奥出雲町を中心とする南部の方言に分けられるとされる。
ただ，先行研究によれば，上記［1-3］の区画の境界は必ずしもはっきりとせず，地理的変異の
分布は連続的である。このような連続的な分布は，言語地理学的観点から接触・伝播によるもの
として説明される。 
 
（3）以上のことを考慮すると，出雲地域内部の地理的変異の形成過程を明らかにするためには，
［I］比較言語学的手法による系統分類をベースにしつつも，［II］言語地理学的観点から，言語
特徴の伝播の方向性・変化の進行過程を詳細に検討していくことが必要であると考えられる。 
 
２．研究の目的 
上述のことを背景として，本研究においては，出雲方言の地理的変異の実態とその形成過程を
明らかにし，それにより出雲方言の系統的位置づけに迫ることを目的として設定した。この目的
の達成のため，出雲地域のなるべく多くの下位方言について現地調査を行い，地理的変異の実態
を明らかにするとともに，比較言語学・言語地理学双方の観点から，地理的変異の形成過程につ
いて分析・考察を行うこととした。 
 
３．研究の方法 
（1）上述の目的を達成すべく，本研究では，先行研究及び応募者のこれまでの研究で明らかに
なった出雲方言特有の現象及び出雲方言内部の地域差が大きいと思われる現象を整理し，地理
的・系統的バランスを考慮して選んだ複数地点の方言について調査を行い，調査で得たデータを
もとに，比較言語学・言語地理学双方の観点から，出雲方言の地理的変異の形成過程について考
察をした。 
 
（2）調査対象とした方言は，出雲市大社・同市平田，雲南市木次・同市大東，奥出雲町佐白・
同町上阿井・同町鳥上・同町八川，安来市安来・同市宇波の合計１０地点である。 
 
４．研究成果 
研究期間中，自身の私的事情と COVID-19 の影響により，当初計画していた通りの研究を行う
ことはできなかったが，以下に示す２点を明らかにすることができたのは本研究による非常に
大きな成果であったと考える。 
 
（1）大社式アクセントの歴史的位置付けについて 
従来，出雲市大社町周辺の方言において，２拍名詞４類と５類のアクセントが区別される「大
社式アクセント」の存在が指摘されてきた。大社町周辺方言を除けば，２拍名詞４類と５類のア
クセントは，京都方言を中心とする中央方言とそれに地理的に連続する地域でのみ，その区別が
あるものとされており，そのため両類の区別が中央方言における二次的な改新の結果であると
する説もあった。その中で，大社式アクセントの存在は，両類の区別が祖語に遡ることを強く示
唆するものとして注目されてきた。 
しかしながら，本研究における出雲地域諸方言のアクセントの網羅的な調査の結果，大社式ア
クセントにおける２拍名詞４類と５類の区別は，実は言語変化の過程における見た目上のもの
に過ぎず，その区別は祖語に遡らない蓋然性が大きいことが明らかとなった（平子 2021）。 
本研究成果は，出雲地域諸方言アクセントの地理的変異を網羅的に調査した結果によるもの
であり，日本語アクセント史研究に重大な貢献をもたらすものである。 
また，同時に，本研究成果は，出雲方言の地理的変異のうち，アクセントに関する地理的な変
異は，系統的な差異によるものというよりも，当該地域内部における言語変化の遅速を反映した
ものである蓋然性が大きいことをも明らかにしたという点で重要であり，本研究の意図した，比
較言語学的研究と言語地理学的研究双方の観点から，出雲方言の地理的変異の形成過程に迫っ
た研究として位置付けられる。 
 
 



（2）出雲方言が「非中央方言」であることの指摘 
従来，出雲方言を含めた本土諸方言は，日本語諸方言を対象とする比較言語学的研究に貢献す
ることがないものとされてきた。しかし，本研究の結果，出雲方言内部の音変化を再建すること
によって，出雲方言が中央方言で起こったとされる「狭母音化」と呼ばれる音変化を一次的には
経験していないことを明らかにした。出雲方言の共時的・通時的研究が，日本語諸方言を対象と
する比較言語学的研究に貢献し得ることを示したと言える。 
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